














































た多能の好を免れずや」 （ 『平生壮観』巻三）と述べ 、とりわけ狂草の作品に焦点をあてた論評 なっている。それゆえ、白玉蟾の書法を最も特徴づけるものはやはり草書にある いってよいだろう。　
絵画では梅花、竹石、人物を善くし、なかでも梅竹は文人 の主要な題材であった。福開森『歴代著録画目（下） 』






























詠まれてはおらず、また白玉蟾自身もそれを想定してはい 。そうとは言え、その中には白玉蟾の絵画観もおのずと提示されており、すでに述べたよう 、限られた資料のなかで彼の芸術に対する考え方お び美意識を知る貴重な資料 なっていることは確かである。　
そこで次に、各人物に関係のある部分を摘出し、分段により以下に検討を加えることにする。なお 論を進める都




















































































は画家としても優れていたようで、 『歴代名画記』巻五に「草隸は父の美を繼ぎ、丹靑も亦た工なり」と記され、中品の下にランク付けさ る。また同書に、桓温が扇に絵を描くよう頼んだ際に、献之がその上にうっかりして筆を落としてしまったが、その汚点を利用して黒いまだら馬と雌牛 き、それがきわめて素晴らしい出来ばえであったという、ここ 詠まれる逸話を記す。　「解飛」は、 『毛詩注疏』巻九に、
鱨
なる魚について陸機の疏を引き、 「頰骨正に黃にして、魚の大にして有力解飛
































［3］蕭賁は南朝梁の画家。字は文焕。南蘭陵（現在の江蘇常州）の人。 『南史』卷四四の本伝、 『歴代 画記』巻七に










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「三絶」 （ 『新唐書』巻二〇二李白伝）が意識されているのではないかと考えられる。そうなれば、 「有時興発臨風舞」の句は裴旻の剣舞に重ね合わせていることになろう。 「飲似長鯨吸百川」の句は、 「飲中八仙歌」に三人目に登場する唐の李適之の酔態を詠んだ一句とまったく同じい。とくに李白、張旭に共通するものとして酒の存在が無視できない。文学や芸術 創作に臨み、酒がインスピレーションを触発する役割を果たしていた 思われる。白玉蟾の酒豪ぶりもなかなか ものであるから、その面においても彼ら 倣うことを通じて、理想と 姿を自らにも投影して振舞っていたに違いない。詞の「酹江月・西湖」に詠まれる「我興ずれば詩に還り、我歡なれば則ち酒、醉えば則ち草聖に還る」に、それがよく示されている。　
次に白玉蟾の現存する書蹟を対象として検討を加えることにする。現存する彼の作例は少なく「足軒銘巻」 （北京


























の「純正含蓄」 「円潤遒勁」なる要素が色濃く反映されていること、 「奉題仙廬峰六詠詩巻」には黄庭堅の影響に加えて、顔真卿、柳公権の筆法を兼備していることが窺える（上掲『南宋書法史』 ） 。このように、白玉蟾の諸作品が全体とし 多様性を内包しているのは確かではあ が、すでに述べた絵画観も含めて俯瞰するならば、少なくとも芸術理念として彼は、自己の内面性 流露 重視す 文人的志向を強く打ち出していると見てよい　
それは、すでに述べたように「次韻宋秀才」詩において白玉蟾が張旭を越える能書家として自負していることや、



























黄庭堅の狂草に対する書法観は、 「道臻師画墨竹序 （ 『豫章黄先生文集』巻十六） 、 「題絳本法帖」 （同書巻二十八） 、 「跋張長史千










※本文中には逐一明記しなかったが、 『歴代名画記』については、目加田誠編『文学芸術論集（古典文学大系五四） 』 （平凡社・一九七
〇）所収の訳注を、杜甫の詩については、下定雅弘、松原朗編『杜甫全詩訳注（講談社文庫） 』 （講談社・二〇一六）を参照した。
